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いチョムスキー氏の姿を目の当たりにし、生成
文法の創始者であるチョムスキーのすごさを改
めて実感させられた。

5.  まとめ
　以上、一年間のMIT滞在期間に印象的であっ
た事柄について書き記した。一年は本当に短く
あっという間だった。「もう一年MITで研究し
たかった」というのが本音だが、もちろんそん
なことは許されるわけもない。しかし冒頭に
記したとおり、このような貴重な一年を過ご
させてくれた愛知大学に本当に感謝している。
また、MITでお世話になった教授陣、とりわ
けProf. Shigeru Miyagawa, Prof. Norvin Richards, 

Prof. Danny Fox、 そ し てHarvardのProf. James 

C.-T. Huang、およびMITの大学院生にもたいへ
ん感謝している。
　MITがあるケンブリッジ（Cambridge）はボ
ストン（Boston）の中心部から近く、中心部か
ら地下鉄で行くことができる。また地下鉄でさ
らに 2駅北へ行けば、Humanities（人文科学）
の研究で有名なHarvard Universityに行くことが
できる。ぜひ学生諸君もボストンに行く機会が
あれば、ケンブリッジまで足を延ばして、MIT

およびHarvardのキャンパスを訪れていただき、
日本の大学とのキャンパスの雰囲気の違いを肌
で感じるとともに、カフェテリアでランチでも
食べながら、アメリカの大学生・大学院生の様
子を垣間見ていただきたい。

写真 2  チョムスキー氏のオフィスで
（このたび、チョムスキー氏に写真の

掲載許可をいただいた）

明治は遠くなりにけり
−言葉の旅−

‘働くこと’と‘休むこと’の意味（補 1）
経済学部　葛谷　登

　1968 年は明治百年の年でした。それは水俣
病の原因が厚生省により発表され、東大入試の
中止が決定され、プラハの春の花が咲いたかと
思うと散った年でもあります（岩波書店『日
本史年表増補版』320 ～ 321 頁）。そして今年、
2012 年は明治百五十年まであと 6年というと
ころまで来ています。振り返れば、明治は益々
遠い過去の世界になろうとしています。今や先
進国の日本は経済競争において世界の先頭集団
を走っています。最早、国内には日本が近代化
を遂げたことを疑う人は少ないかも知れませ
ん。生活はコンピューターによって高度にシス
テム化され、一見快適然の日常を生きることが
可能な世の中となりました。大量の資源と大量
のエネルギーを消費して大量の財を生産した挙
句、その生産物を大量に消費させられる時代に
なりました。資本主義社会は高度に発達し、日
本の近代化は完成されたように見えます。法令
順守（compliance）が強く求められる今日では、
世界標準は細分化と具体化の一途を辿り、個人
が主体的な判断をもって倫理的に行動する余地
がどんどん狭まって行くように見えます。
　日本が米国と英国並びに中国に敗れた1945年
8 月15日以降から池田内閣により所得倍増計画
が決定された1960年12月27日以前までは様相を
異にしました。圧倒的な物量の前に米国に敗北
を喫したという反省から生産力をいかに発展さ
せるか、言い換えればいかに綻びだらけの資本
主義社会を繕いいかに未成熟の近代社会を完成
させるかが取り組むべき課題として考えられた
のではないでしょうか。
　そのような問題意識を有したかと思われる一
人に日本における西欧経済史研究で人間の内面
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性を重視し先駆的業績を成した大塚久雄先生が
います。内村鑑三の薫陶を受けたキリスト者で
あった彼の『近代化の人間的基礎』（筑摩叢書、
1968年）という著作にはそのような視点が貫か
れているようです。敗戦後1年も経過せぬ1946年
４月11日に書かれた「近代的人間類型の創出」
という論文の中で彼は次のように述べています。

…こうした経済民主化の方向を推進すると
ころの政治的主体が十全に形造られ得るた
めには、…民衆が

0 0 0

――この民衆がという点
がなによりも重要である――広く近代的・

0 0 0 0

民主的な人間類型に打ち出されていなけれ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ばならない
0 0 0 0 0

ということである（傍点、筆者
注。以下同じ）（12 頁）。

　経済の近代化を遂行するためには民衆の近代
化が前提となるということでしょう。

わが国民衆の示しつつある人間類型は、…
少なくとも近代「以前」的のものであると
いうことは殆んど説明を要しないことであ
ろう。……民衆は自らの人格的尊厳を内面
的に自覚するに至らなければならない。そ
して近代「以前」的な自然法の如きを外側
から与えられずとも、自ら自律的に前向き

0 0 0 0 0 0 0 0 0

の社会の秩序を維持し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、もって公共の福祉
0 0 0 0 0 0 0 0

を促進してゆきうるような
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

「自由な民衆
0 0 0 0 0

」
とならねばならない。…「自由なる民衆」
こそ近代生産力の決定的要因なのである。
近代生産力それ自身である（13-15 頁）。

　近代的な生産力を十全に展開して行くために
生産者たる民衆の内面的自覚の深化が不可欠で
あるということでしょうか。
　この論文の 1か月後の 5月に書かれた「生産
力における東洋と西洋」という文章の中で彼は
次のように述べています。

なによりも必要なのは生産諸力の主体的要
因たる勤労民衆（労働力）を、旧き段階の
人間類型から真に近代的な生産力的な人間

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

類型
0 0

へと「教育し行く」――もとより最広
義において――ことが第一の、最大の条件
であろうと思う（216 頁）。

資本主義的な生産を発展させるためには生産力
の主体としての民衆を内側から変革して行かな
ければならないという同一の主張が展開されて
います。
　更にその 4か月後の 9月に書かれた「魔術か
らの解放」という論文の中では次のように述べ
られています。

たとえば、あらゆる迫害と危険のうちに
あってかの免罪符の販売を黙視しえなかっ
たマルティン・ルッターの罪責感の深刻さ
と良心の鋭さ。…この

0 0

「良心
0 0

」の自覚によ
0 0 0 0 0

る内面的意識の深化は
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、さらにジャン・カ
ルヴァンの流れを汲むカルヴィニズムと

0 0 0 0 0 0 0 0

、
そしてバプティズムとの絡み合う禁欲的プ

0 0 0 0

ロテスタンティズムの精神的雰囲気のうち
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

に至ってついに徹底化される
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（93-94 頁。
－但し、管見によれば、キリストによる十
字架上の贖罪以外に地上に罪を免れさせ
るものはあり得ないとするキリスト教では
「免罪符」という名称は存在しません。石
井祥裕「免罪符」によれば、「罪に対して
課せられた有限な罪の免除を意味するもの
であるため、正確には『免償符』と訳すべ
きもの」（研究社「『新カトリック大事典』
第 4巻、982 頁」です）。

内的我意識の深まりは禁欲的なプロテスティズ
ムによって究極まで推し進められるということ
なのでしょうか。
　要するに、「内面的エートス（人間類型）の
民衆的確立」（「ロビンソン・クルーソーの人間
類型」、1947 年 8 月、80 頁）のためにはキリス
ト教、とりわけ禁欲的なプロテスタンティズム
が日本の社会に浸透して行くことが期待される
のでしょう。戦後間もない頃にはすでに資本
主義社会は存在しています。しかし、生産力の
主体としての民衆の意識は前近代的なものであ
り、それが生産力の拡大と発展にとって桎梏と
なっているという現実認識があり、それに基づ
いて民衆をキリスト教の中の禁欲的プロテスタ
ンティズムに出会わせることによって、民衆の

Lingua創刊号.indd   28 12.12.1   9:46:18 AM



2012年12月 Lingua 29

中に近代的生産に適合する内的主体を確立させ
ることが可能であり、またそれが必要であると
の沸沸たる思いを大塚久雄先生はお持ちであっ
たのではないのでしょうか。しかし、戦後この
方今に至るまで、禁欲的なプロテスタンティズ
ムが日本の民衆の内的世界に広く深く受け容れ
られて行った、という形跡は見出し難いようで
す。そればかりか現状は世俗主義（secularism）
が拡大と深化の一途を辿っています。
　1868 年の明治維新に遡りたいと思います。
士農工商の身分制によって秩序づけられた封建
的幕藩体制は幕を閉じました。新たに呱呱の声
をあげた明治国家は四民平等の近代国家を目指
すものでした。近代国家に生まれ変わるために
は政治的には議会制民主主義を導入し、また経
済的には大大的に機械制大工業を展開させて産
業革命を遂行しなければなりません。明治初年
にはこのいずれも無い状態でした。
　議会制民主主義の導入も機械制大工業の展開
もモデルは西洋にあり、西洋の人々の力を借り
なければなりません。旧い体制は倒れたもの
の、新しい体制はまだこれから仕上げて行かな
ければならない状態でした。明治維新以後、日
本には堰を切ったように西洋文明が入って来ま
した。それらを受け容れるにあたっては、自ら
をも変えなければなりませんでした。男は三百
年この方近く頭の上に鎮座ましましたちょんま
げを切り、侍は裃袴を脱ぎ捨てて洋服に着替え、
腰に差していた刀と別れ別れにならなければな
りませんでした。大転換の幕開けでした。
　これらの明治以降の大規模な西洋文明の流入
よりも早くに幕末の1858年（安政5年）7月29日
に日米通商条約第8条により居留地内での信教
の自由が認められ（教文館『日本キリスト教史
年表』、29頁）、一定の空間的制限のもとに宣教
師ヘボン等によって伝えられたキリスト教は、
1873年（明治6年）２月24日にキリシタン禁制
の高札が撤去されて（同年表、34頁）以後、公
然と伝道活動が出来るようになりました。西洋
文明の表層に浮き出、はたまた奥底に沈み込む

キリスト教は、西洋文明と一体の観があります。
というのも、平等な社会を前提とする議会制民
主主義の理念は、万人祭司主義のもとに議会制
度における平等の教理を前面に押し出すところ
のキリスト教のプロテスタンティズムの見方と
重なり合うものがあります。また機械制大工業
の体系の中で働く労働者の職業倫理は、救済に
関する予定の教理に立って信徒が恐れ戦きつつ
労働に励むところのカルヴァニズムによって根
拠づけられ得るものだからです。
　ここに西洋文明の外皮だけではなく、内実を
も進んで自らの中に取り込むことを通して日本
の近代化を推し進め西洋に追い着こうとする考
え方が生じます。遅れて近代国家の仲間に入っ
た日本が西洋との距離を縮めこれを零にするた
めには、目に見えるところの西洋文明の中の外
在化されたものだけではなく、目に見えないと
ころの内在化されたものをも併せて受容しなけ
ればならないというものです。
　果たして幕末から明治の草創期にかけてキリ
スト教と正面から向き合い、そのことを通して
日本の近代化を考えようとした知識人がいまし
た。森有礼や中村正直等がその人たちです。森
有礼とキリスト教との関わりについては以前よ
り些か興味を覚えるところでしたが、キリスト
者としての中村正直については中国思想史研究
の立場からの「『敬天愛人』の系譜」（『東洋文化』
第 4 号、2009 年）などの高論があられる野村
純代先生の中村正直に関する研究を通して初め
て多く学ばせていただくことが出来ました。記
して感謝するものです。
　中村正直（1832-1891）の伝記としては高橋
昌郎先生による評伝『中村敬宇』（吉川弘文館
人物叢書、1966年第1版、1983年新装版）があ
ります。それによれば、彼は幕末には「御儒者」
として江戸幕府に仕え、維新後は明治政府から
東京大学教授に任ぜられるなど、当時の日本の
最高の知性の持ち主でした。彼は1874年（明治
7年）12月25日に不惑を過ぎてカナダ・メソディ
スト教会の宣教師コクランより洗礼を受け（132
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頁）、その翌年には1854年に中国で出版された
マーティン著『天道溯原』に訓点を施したもの
を世に出しています（136頁）。わたくしは早川
勇先生の入手されたものを過日見させていただ
く恩恵に与ることが出来ました。
　翻訳としては J.S.ミル『自由之理』（1872 年）、
スマイルズ『西国立志編』（1871 年）が有名で
す。‘liberty’の訳語が「自由」に落ち着くの
は中村の前者の訳本に負う所が大きいのではな
いでしょうか。佐藤亨『幕末・明治初期漢語辞
典』（明治書院、2007年）によれば、中村の訳
語はロプシャイト『英華辞典』の記述に影響さ
れているようです（400-401 頁）。中村は後に『英
華和訳辞典』（1879年）の校正者としてこの辞
書に関わります。－この辞書は綺羅星の如き業
績を残して世を去った那須雅之先生が監修者と
なって復刻版を大空社からお出しです。中村は
「自由之理序」の中で、「窃

ひそか
に嘆ず、東洋諸邦の

人民、往往にして神を知らず、而して唯務めて
人と角

あらそ
う。故に人を愛するの心、毎に広からず

深からずを病
うれ
う。」（近代日本思想体系『明治思

想集Ⅰ』（松本三之介編集、筑摩書房、1976 年、
39-40 頁）と述べています。ミルの自由論の訳
出もまた彼のキリスト教信仰に促される形でな
されたと見ることは出来ないだろうかと考える
ものです。
　ただ、わたくしは彼のキリスト教信仰の真骨
頂はスマイルズの『セルフ・ヘルプ』の翻訳『西
国立志編』にあるように思います。同書は平川
祐弘『天ハ自ラ助クルモノヲ助ク』（名古屋大
学出版会、2006年）によれば、それは「訳者中
村の名声とそれにふさわしい文体の力もあい
まって、明治時代を通して最大のベストセラー
と化した。」（ 5頁）というものであり、明治の
青年に偉大な感化力を及ぼしたようです。講談
社学術文庫版に附された渡部昇一先生の「中村
正直とサミュエル・スマイルズ」によれば、「そ
れまでの伝記と言えば、たいてい王様や将軍や
貴族や文人のものであったが、スマイルズは主
として、ふつうの市民で一業を成した人の伝記

を実証的に入念にえがくという分野を切りひら
いた。」（講談社『西国立志編』、1991年、551-
552頁）とあります。中村正直は無名の市民の
生き方に価値を認めたのです。
　明治維新により身分制は崩壊しました。身分
ごとの道徳や倫理はその意味を失います。士、
農、工、商の垣根を取り除いて新たに誕生させ
られた「国民」が共有する道徳や倫理が求めら
れます。近代国家体系下で移転の自由を付与さ
れる農民は膨張する都市に吸い込まれ、工場の
中で無名の市民として機械制大工業を支えま
す。近代的な生産の展開のためには近代的人間
の内面が形成されなくてはなりません。という
のも、彼らは議会制民主主義を機能させて行く
ために必要な選挙主体としても重要な存在とし
て期待されるからです。
　中村正直は英国人の自主自立の精神の背後
に、『西国立志編』において「上帝」という語
で登場するキリスト教の神への堅固な信仰があ
るのを見て取ったのではないのでしょうか。こ
の神への信仰を支柱とする自主自立の精神こそ
近代日本を建設する主体としての民衆に期待さ
るべきエートスとして彼の心を捉えずにはいな
かったのではないかと思われます。

夫レ富强ノ原ハ國ニ仁人勇士多キニ由ル。
仁人勇士多ク出ヅル所以之者ハ、敎法ノ信

0 0 0 0

心
0

望
0

心愛心
0 0 0

ニ由ルニ非ザル者莫シ。
（1871 年明治 4年「敬宇先生上書是非」『思
想篇』日本評論社『明治文化全集』第 23 巻、
226 頁）

　中村正直は新しい明治国家の建設には新しい
「国民」の創出を必要とする、それには「信心
望心愛心」を生み出すところの大本の教えを「国
民」と呼ばれるべき人々に説かねばならない、
と考えたはずです。『西国立志編』はそのよう
な教えを自らのエートスとした人々の格闘の物
語です。彼はこれらの物語を通して若い人々の
内側に「国民」としてのエートスが形造られる
ように祈る思いで『両国立志編』を訳出したの
ではないでしょうか。ご教示を仰ぎます。
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Living in another country:

 A trip of self-discovery

By Nicholas Bradley

Living overseas is a 

great way to learn a 

language and learn 

about a culture. When 

you live overseas to 

study or work for an 

extended period of time, you also learn a lot about 

yourself. People considering living overseas often 

do not think about this benefit when thinking 

about their trip.  

Living overseas to study and work has been one 

of the best decisions I have made. Living overseas 

has taught me so much about the world but it 

also taught me so much about myself. In your 

home country or city, you may never think very 

much about your actions or the actions of others. 

However, when you go to a new place where 

everyone does things differently, you always find 

yourself saying “I never realized I did that” or “I 

never thought about doing it like that”. What you 

like, how you do things, and who you truly are all 

become much clearer when you live overseas. For 

me, discovering myself was as much a discovery 

as ‘discovering’ the sights and smells of New 

York or witnessing a sun dance at Chichen Itza.

Moving out of your cultural comfort zone really 

tells you something about yourself; therefore 

I was very interested to learn about a beautiful 

Buddhist monastery called Sogenji in Okayama 

City. This monastery is unique in Japan because 

it is populated almost entirely by non-Japanese. 

Coming to Japan to live in a Rinzai Zen Buddhist 

monastery seemed to me to be a huge leap into 

the unknown and I was curious to discover what 

lead people to do this and, having made this huge 

change to their life, what advice they could they 

offer students considering a move overseas and 

learning another language.

On a hot and humid day in August with the 

cicadas crying and the sun shining, I sat on a 

porch at Sogenji with two of its residents, Toon 

from Belgium and Ryan from America. Together 

we talked about life in Sogenji, life in Japan and 

living overseas. Here are some excerpts from our 

conversation.

Toon from Belgium (left) and Ryan from America (right).

N: Are you monks?

T: No. Most of the people are lay people. Those 

people can take some vows, but monks are one 

step more; one step more towards the roshi 

(Abbot).

R: We’re just trainees.

T: Yeah, we’re just trainees: koji’s. That’s the 

Japanese name for us: koji’s.
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N: How long have you been at Sogenji.

T: Almost 2 years. 

N: How long do you plan on staying?

T: We don’t know how long we will stay here 

because it’s up to the roshi. He says you stay 

here as long as it takes to be “realised”. We 

stick to our plan and then we see if we are 

going to make it.

My plan is to stay here 3 years and a half in 

total. I will return in February 2014.

N: What plans do you have for when you 

return?

T: I’m a sports teacher so I can easily go and 

work in a school again, or somewhere else. So 

that’s no problem.

N: How did you find out about Sogenji?

T: That’s a funny story….. I saw it on television.

N: Really?

T: Yeah, there was a Belgian guy here (at Sogenji) 

and there was a documentary about all religions 

in the world, and a Belgian reporter came here 

to visit the Belgian guy and I saw the whole 

episode about here, about Sogenji. I was like, 

“you know, I can do that, I can go there”. Then, 

for 3 weeks, I couldn’t forget about it and I 

bought a ticket for Japan, not even having 

contacted Sogenji or knowing if I was allowed 

here. So, I contacted the Belgian guy and he 

put me in touch with Sogenji. Then I saw the 

roshi and that’s how I got here.

N: Before you came here, had you had any 

experience of monastic life or Buddhism?

T: No. I had some experience with sitting and 

doing meditation, but it was very little. In the 

documentary, it said they sat for 4 hours and 

I said “I have to train; I have to get ready for 

this”. So I started to sit for 2 hours in a row and 

my legs were hurting like hell. Then I came 

here and it was only for periods of half an 

hour, so it shows you how little I knew about 

Buddhism and the whole form of zazen (seated 

cross legged zen meditation). 

N: What other expectations did you have about 

life in Sogenji?

T: None. I am always like that. Basically, I have no 

expectations and I go somewhere and I see how 

it goes. I had a plan, something like staying for a 

year, and then I will decide if I’m going to stay 

longer or not.

N: Can you tell me about your typical day in 

Sogenji?

T: We generally wake up at 3:40 or 3:30, 

something like that. Then its sutra reading in 

the hall. Well, its actually more like yelling 

than reading; we have to chant the sutras. And 
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about 5:30 we meditate and we also have zazen 

with the roshi; we have an interview with the 

roshi. At 7 o’clock we have breakfast and after 

breakfast we go outside and we have outside 

cleaning. We clean the grounds then at 8:30 

we go inside for inside cleaning and we have a 

break until 9:30. Then we start working. All the 

people have a job here: inside the temple or the 

kitchen, or the garden, or any job.  At 1 in the 

afternoon we eat lunch then we have free time 

until 6:30. Then we sit zazen until 8:30. Then 

at 9 o’clock we have an evening sutra in the 

genkan. And that’s our day!

Then most people go to bed. Sometimes people 

do evening meditation. I don’t know how long 

they do it. Some people do it at 2 at night. 

Eventually, everyone goes to sleep.

N: So you only get a few hours sleep?

T: Yeah, not so much. It’s about 5 hours, not so 

much.

N: Do you get used to it?

T: You get used to it and also, meditation gives 

you energy. It keeps you awake. You’re tired, 

but it keeps you awake. It’s difficult to explain. 

It’s a different kind of being awake.

N: So everyone has their own job? What’s your 

job?

T: I get different tasks from the head monk: 

gather leaves in the cemetery, cut bushes, 

preparation, anything.

N: What do you usually eat?

T: They usually say food in a monastery is really 

bad, but here, everyday, it is a different cook 

and everyone can cook. There are no bad cooks 

here. Every meal is vegetarian, but it changes. 

We eat all kinds of dishes. We have people 

from Israel here and they make humus and 

falafel and pita bread. So everyone brings their 

own culture here. Also, people from India, they 

have delicious curries.

R: But there is a form. You have to have miso 

soup and rice. Always brown rice with soy 

beans, and at lunch it’s always white rice and 

soup and other side dishes.

T: Yeah, there always has to be rice and soup on 

the table with the side dishes.

N: Do you grow any food here? 

T: Yeah, we have a garden.

R: The reason we have side dishes is because we 

receive so many donations. We don’t need to 

grow much.

T: Two people have a food market and they 

donate whatever they don’t sell. Sometimes it’s 

too much.

N: What is your favourite thing about life 

here?

T: For me, it’s the result of the meditation. 

It’s like a cleansing. The result of that, it’s 

indescribable. We are tired, but at the same 

time, we are full of energy.                                                                                                                                    

                                                                                                                                   

N: Is there anything particularly difficult 

about life here?

T: The schedule. Every day is the same thing and 

there are a lot of rules here, but the rules are 

important for your concentration. If you’re here 

a long time and you live in this community; 

you’re always with the same people. It’s a 
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very intense way of getting to know yourself 

because people are from all corners and they 

push your buttons. In the outside world, if you 

don’t like someone, you just avoid them. But 

here, it’s impossible. You have to find a way to 

make it work and that’s how you really get to 

know yourself.

N: I have been told that Rinzai Zen is very 

strict. Is it true?

T: It is, it is. But…, this is a western monastery, 

so for starters, there are women here. 

R: It can be very strict, but that usually only 

comes from the roshi.

N: How many trainees are there here at 

Sogenji? Where are they from?

R: About 20. America, Belgium, France, Hungary, 

Taiwan, Japan, Poland…..

T: Oh, Israel of course.

R: …Argentina…

T: Mexico already left. Some people just come 

for a few months.

R: ….Canada, Denmark…….

T: …and the Netherlands and Germany…… 

But no England, they don’t come here. I don’t 

know why.

N: What kind of commitment do people need 

to make when they come?

R: 1 or 2 years.

T: But that’s changing. People who come now 

have to stick around until they are finished. 

Until the roshi says….

R: But to get permission…at least 1 or 2 years.

T: It’s changing because the roshi is getting older, 

he is 74 years old. It’s getting tougher for him 

to give all his energy to his training, so he 

wants to give it to people who stick around. 

Some people stick around for 20 years and then 

they go and teach.

R: Or they stay here.

N: Do some people come to Sogenji and find 

that it is not for them and leave early?

R: Everyone after me….it’s been a constant 

rotation. Some people decided that they would 

only come for a short time, but some people cut 

it short or cut it very short. Or it wasn’t decided 

by them and they were….let go.

N: Is there anything in particular that causes 

people to leave early?

T: It varies. For some people, its psychological 

problems or physical problems; too much pain 

in their legs. One guy from Sicily got a phone 

call from home and left because of family 

problems. All sorts of things.

R: Money is an issue. Some people don’t have 

enough money to come back after they have 

left.
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T: But sometimes the roshi will pay.

N: So is Sogenji free? Do you have to pay 

anything?

T: No, we don’t have to pay anything. Once there 

was a guy here, a rich guy, and he wanted to 

give a lot of money to the roshi but the roshi 

refused. He said “I only want you to train 

here”. I also thought I was going to give him a 

lot of money because I sit here, I get beautiful 

training, I get food everyday, I get a bed, 

well….I don’t sleep on a bed but…..and I don’t 

have to pay anything! We even get money!

R: It’s an allowance.

T: It’s pretty weird for me, from a western view.

N: Is Sogenji supported by donations?

T: Most of the time yeah.

R: They do begging for alms, but it is not so 

much. Also, the roshi goes out to do sutras and 

that brings them money but….

T: Yeah, he has money but we don’t know where 

it comes from. 

N: Is your family Buddhist?

T: My family is Catholic. My grandmother is a 

very strong Catholic. My parents are not so 

strong Catholics.

N: Now did they react when you told them you 

were going to live in a Buddhist monastery 

in Japan?

T: They were not so happy. Not because I was 

going to live in a monastery but because I was 

going to live on the other side of the world. But 

they came here in April and now they are……

less concerned. They were impressed. They had 

a whole different view after their visit.

N: Why did you choose Buddhism over 

Catholicism?

T: Because I have never been a strong Catholic. 

For me, it was lacking some deeper profound 

practice, like understanding what life was. 

There is only one way to answer questions 

and that is silence. You just shut up and 

watch your thoughts go by and you just see 

it, you experience it. And that’s how I came 

to meditation. That was something that 

Catholicism was not offering me. It was just 

giving me more rules of how I should behave.

N: What languages can you speak?

R: Japanese and English

T: English, Flemish and a little bit of French and 

a little Portuguese.

N: What is the language of communication in 

Sogenji?

T: English.

R: With a little bit of Japanese mixed in. We use 

some Japanese names for things and simple 

things.

N: Are people required to speak Japanese once 

they have been here for a while?
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R: In terms of rules, it’s not formal, but some 

people expect you too.

T: They encourage it. There are Japanese classes 

by a teacher who comes here. I haven’t 

attended them. I don’t speak Japanese.  I know 

some words that I have picked up working in 

the kitchens and around. 

R: I studied at high school and college. But 

actually here, I use it more. Even if I don’t 

speak it a lot I hear it from listening to the 

roshi and I can understand more and more. So 

I learned most through…it being all around…

N: From immersion?

R: Yeah, immersion in the language.

N: Toon, what helped you the most when you 

were learning English?

T: I learnt the most from watching television with 

subtitles. I learned English in high school, but I 

learnt the most from television.

N: Is this your first time in Japan?

T: Yeah.

N: Do you get chance to go out into the wider 

Japanese community?

T: Three days a month are free days and 

sometime in the afternoon is also free so people 

can go out. People go shopping, people go 

eating, people go wherever they feel like…..go 

walking, go biking….   So we do, but there’s 

nobody who goes out to a bar drinking.

R: If your family comes, you can travel a little. 

N: What do you think about Japanese culture?

T: What’s different for me is the whole rigid way 

of behaving of Japanese. Something I need to 

get used to.

I visited some schools, they play tunes and then 

all the kids do and say things in unison, in one 

voice. It’s something you don’t see or hear in 

Belgium, it’s impossible. It’s like a machine. 

No kid sticks out or stands out. There isn’t 

much room for creativity or originality. It’s 

something I need to get used to because for me 

it’s a bit scary. 

N: Anything you respect about Japanese 

culture or Japan?

T: For me, what I am really impressed by is the 

community, the solidarity of Japanese. They 

stick together. It’s connected to what I just 

talked about. It’s amazing but I guess it has 2 

sides.

R: I came to Japan 2 or 3 years ago through 

Waseda University. I lived with a family there. 

And before I came the whole build up of 

coming to Japan, I was interested in the culture 

from everything from cartoons to the food…

everything. But now I am here and things…….

well aren’t as interesting I guess. Seeing a 

family, a Tokyo family from the inside, how 

similar it was to what I grew up with….it was 
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a real wake up. Once you know what to look 

for in a culture, you see how it’s kind of the 

same but you just have to see it as a different 

manifestation.

N: You both came from overseas to live in 

Japan. Do you have any advice for students 

leaving Japan and going to live in another 

country?

R: Adapting to a culture can be painful but don’t 

avoid the painful things. Try to learn from them 

as much as you can.  Be patient.

T: The fewer expectations you have, the less 

painful it will be. The idea that attracts you to a 

place is just an idea. Just say “What ever comes 

comes, and I will deal with it”.

　英語 e-learning で
TOEIC　テスト得点 UP を！！
　アルク ネットアカデミー　
　ALC NetAcademy 2　
　　　　　　　のご案内

　ALC NetAcademy 2は学内のサーバに教材を置い
て、ネットワークを通じて教材を提供するシステム
です。
　皆さんはコンピュータを利用して、WWWブラウ
ザで学習を行うことができます。
　この学習システムは、パソコンの利点をうまく活
用すると共に、多彩なマルチメディア機能とインタ
ラクティブ性を活かし、効果的な語学学習をするこ
とができます。
　利用料は無料で、在学中利用できます。学内はも
ちろん自宅からの接続もOKです。
　利用時間も24時間対応していますので、自宅の
PCで皆さんの好きな時間に学習をすることができ
ます。
　利用にあたっては英語e-learning専用のアカウン
トとパスワードが必要となります。
　語学クラスごとのガイダンスを実施しています
が、個人向けガイダンスも適宜受け付けていますの
で、気軽に申し込んでください。

＜コースの概要＞

 スタンダードコース
初級者から上級者まで幅広いレベルの学習者に対応
（レベル診断テスト付き）
TOEIC®テストに対応
話速変換機能で速聴力を養成
異なるパターンの練習で速読力を養成
文法リファレンスで文法事項を確認

 初・中級コースプラス
初級・中級者向けのTOEIC®テスト対策コース
2006年5月リニューアルの新TOEIC®に対応（900問
を用意しています）
話速変換機能で速聴力を養成
異なるパターンの練習で速読力を養成
段階的な学習でTOEIC®テストスコアアップ
文法リファレンスで文法事項を再確認

　　利用申込み先
　　　　名古屋語学教育研究室　　　厚生棟4階
　　　　豊橋語学教育研究室　　　　３号館１階

　豊橋校舎では文学部等の主催で本年 4月よ
り Language Café が開催されています。
　英語・フランス語・中国語のネイティブの
先生との会話やゲームなどを通じてフレッ
シュな会話を楽しんでいます。
　皆さんもぜひ一度のぞいてみてください。
　　☆　英語・フランス語・中国語
　　☆　3号館 1階　ランゲージセンター
開催曜日・時間等詳細については豊橋語学教
育研究室へお問い合わせください。

Lingua創刊号.indd   37 12.12.1   9:46:19 AM



2012年12月Lingua38

英語部門
　2011 年度外国語コンテスト英語部門は、12 月
１日（木）の午後に実施され、8名の参加者が自
作の英語スピーチを発表しました。
　審査委員には、ジョン・ハミルトン先生、ディ
ビッド・トゥイー先生、ニック・ブラッドリー先
生の 3名をお迎えし、スピーチの内容、表現の正
確さ、発音の流暢さ、プレゼンテーションのスキ
ルの観点から、評価をして頂きました。
　審査の結果、入選者は以下の通りとなりました。
　　　　１位　09J1244　原田知沙
　　　　２位　11C8064　岸里佳
　　　　３位　10M3050　木村貴仁
　原田さんのスピーチは “Voter Turnout of Younger 
Generation” というタイトルで、若者の投票率の
低さについて、その原因と解決策を提案するもの
でした。丁寧な論述と正確で効果的な表現で、ゼ
ミで学んでいるテーマを分かりやすく伝えること
ができた点が評価されました。
　岸さんのスピーチは “My British Friend” という
タイトルで、ボーイスカウトの活動を通して知り
合ったキャメロンくんとの交流を、多くの具体的
なやり取りを通して描くものでした。明瞭で聞き
とりやすい発音と、豊かなジェスチャーが評価さ
れました。
　木村くんのスピーチは “A Miracle” というタイ
トルで、叔母の身に起きた現実の出来事を、奇跡
の出会いの物語としてまとめたものでした。ロマ
ンチックで暖かい物語を、分かりやすく伝えた点
が評価されました。
　入賞者以外のスピーチも、それぞれに完成度が
高く、また個性豊かなものでした。ブラッドリー
先生が総評で述べられたように、全員が winners

であったと総括するのにふさわしいコンテストと
なりました。

（石原　知英）

2011年度　第17回

外国語コンテスト（名古屋校舎）

ドイツ語部門
　2011 年度の名古屋語学教育研究室主催第 17 回
外国語コンテスト・ドイツ語部門の本選が、2011
年 11 月 29 日（火曜日）の午後 4時 40 分より名
古屋校舎中央教室棟 3階にある第 1研修室でおこ
なわれました。その結果を報告したいと思います。
　今回の課題は、人気のあるグリムの童話から、
“Hänsel und Gretel”（『ヘンゼルとグレーテル』）
を選びました。内容は、皆さんご存知のことと思
います。残念ながら時間の制約があり、その冒頭
のほんの一部ということにはなりました。それで
も学生の皆さんにとってはなかなか歯ごたえのあ
る内容です。参加者は 14 名と、ドイツ語部門と
してはかなりの人数が集まりました。
　審査にあたったのは、ドイツ語の授業をお願い
している鶴田涼子先生と山尾涼先生、それから経
営学部所属のドイツ語担当教員である私の 3 人
で、表現力と発音・アクセントの合計点で審査を
おこないました。
　短いテクストではありますが、授業であつかっ
たことのないものであり、それなりの準備と練習
が必要です。基本となる発音・アクセントの確か
さはもちろんのこと、現代では使われない少し古
い表現もあります。そうした困難にもかかわらず
参加者は各自で熱心に練習に取り組んだ様子で、
その完成度を高いレベルで競う結果になりまし
た。参加者いずれも優劣つけがたく頭を悩ませま
したが、残念ながらわずかの差で順位を決めざる
を得ませんでした。結果は、第一位（優勝）岩田
寿紀（11M3292）、第二位森俊滋（11M3554）、第
三位原田知沙さん（09J1244）となりました。

Lingua創刊号.indd   38 12.12.1   9:46:20 AM



2012年12月 Lingua 39

　これが、みよし市にあるキャンパスでの最後の
コンテストになります、今まで協力していただい
た皆様、本当にありがとうございました。次回か
ら新しいキャンパスでの開催になり、規模、内容
ともより充実したものとしたいと願っています。

（島田　了）

フランス語部門
2011 年度のフランス語部門のコンテストは 11

月 28 日（月曜日）に名古屋校舎の中央教室棟３
階の第１研修室にて 16 時 40 分から実施された。
みよし校舎で行われる最後のコンテストである
が、感傷に浸ることなく、例年通り、国際コミュ
ニケーション学部のラッセン先生に審査委員長を
務めていただき、厳正な審査のもと、コンテスト
が開始された。
みよし校舎最後のコンテストということでフ

ランス語担当者も積極的に学生たちに参加を勧め
たところ、21 名の応募があった。2年生が 4名、
１年生が 17 名であったが、2年生の中には昨年
の入賞者もいたので、１年生の苦戦が予想された。
今年も例年通り、予選と本選に分けて行い、

課題の朗読を行ってもらった。今年は 1年生と 2
年生以上で、課題を分けることにした。予選では
ちょうどコンテストが行われている時期に授業で
習っている箇所の朗読をしてもらった。
まずは予選において、6名の学生に絞られた。

2年生 2 名、1 年生 4 名でこの 6名で決戦をする
ことになった。決戦用の課題はこのところやや難
しすぎる傾向にあったので、今年は思い切って、
できるだけ平易で基本的な単語の発音が正確にで
きるか、リエゾンなどは正確にできるかを判定で
きるような課題を選んだ。
21 名の参加者から精選された 6名の決戦進出

者だけあって、甲乙つけがたい熱戦になったが、
結果的には、1年生が 1位から 3位までを独占す
ることとなった。
11J1266 　高瀬　裕介
11M3629　中村　優介
11M3117　光岡　優輝

　高瀬君は参加者の中でも群を抜いてすばらしい
発音で、発音ミスがほとんどないばかりか、プロ
ゾディ全体もとても 1年生とは思えない安定した
発表であった。2位の中村君も非常に優れた発音
で、とりわけ落ち着いた発表の姿が評価された。
３位の光岡君も上位二人と遜色のないほど優れた

発表であったが、いくつか発音のミスが見られた
のが残念であった。それさえなければ順位は入れ
替わっていたかもしれないほどである。
　2012 年度からは笹島の新キャンパスにて、国
際コミュニケーション学部と経済学部の学生も交
えてのコンテストとなる。いずれの学部のどの学
年の学生も、お互いに切磋琢磨しあって、結果に
こだわることなく、フランス語の勉強を楽しんで
ほしいと願っている。

　　（中尾　浩）

中国語部門（法・経営学部）
　第 17 回外国語コンテスト中国語 法学部・経営
学部部門が、2011 年 11 月 28 日（月）午後 4 時
50 分より、旧名古屋校舎中央教室棟 3階第 1 研
修室にて行われました。参加者は、３年生以上が
８名、２年生が 21 名、１年生が 4名の、計 33 名
でした。
　今回も課題文の朗読で、基礎部門（「入門・基礎」
履修中の学生）と応用部門（「応用・発展・演習」
履修中の学生）とに分けて行いました。基礎部門
は「わたしは大学一年生です」という自己紹介文
を、ピンイン（中国語発音記号）に従って朗読し
てもらいました。一方、応用部門は「旧正月前の
にぎやかな中国の雰囲気を語る」という内容の文
章を、こちらはピンインなしで朗読してもらいま
した。
　両部門の評価基準は、いずれも第一に発音の正
しさにあります。その他に、文章の区切り、強弱
のつけ方や速度などが適切でスムーズであるかを
みました。会場は熱気にあふれ、みな最後まで熱
心に発表を聴いていました。
　審査員は経営学部の矢田博士先生と法学部の鄭
が担当しました。厳正な審査によって、下記の学
生を入賞者として決定しました。 
　第 1位　　07M3217　　　小澤　寛記
　第 2位　　11M3154　　　渡邊　友梨
　第 3位　　10M3523　　　松本　迪子
　第 1位に入賞した小澤寛記さんは、きれいな発
音と朗読のスムーズな流れという点が特に優れて
いて、課題文まで暗記してくれました。彼は上海
復旦大学での一年間の留学生活を終えたばかり
で、みんなに留学から得た大きな成果を披露する
ことができ、会場からもたくさんの称賛の声が送
られました。
　第 2位の渡邊友梨さんは落ち着いた丁寧な朗読
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と正確な発音が印象的でした。2011 年度からの
カリキュラム改革で、１年生の中国語の授業がこ
れまでの週１回から週２回に変更したこともあ
り、今年の１年生は、レベルがより高くなったよ
うに思います。実際に、今年はこのように１年生
が２位に入賞しました。これは、コンテストを実
施して以来、初めてのことです。
　第 3位の松本迪子さんは普段は照れ屋で、人前
でしゃべることが必ずしも得意ではありません
が、いざとなると「やるしかない」という粘り強
いところがあるように見受けられました。彼女の
お友達の話によると、普段の会話ではよく中国語
の単語を使って、周りを盛り上げるそうです。
　入賞者のみなさん、参加者のみなさん、本当に
有難うございました。　　　　　　　　　　　　

　　（鄭　高咏）

中国語部門（現代中国学部）
　第 17 回外国語コンテスト中国語部門（現中）は、
2011 年 11 月 30 日（水）16：40 から、課題文暗
唱部門 12 名、自由課題部門 2名の合計 14 名が参
加して行われました。審査は薛鳴先生、李志傑先
生、安部の３名で行いましたが、今回は昨年に比
べ参加者が少なく、特に自由部門は 2名の参加と
いうことで、次回に課題を残す結果となりました。
今後は早めに動いて自由部門の参加者を増やした
いと思います。
　課題文暗唱部門（1年生のみ）は例年同様の参
加者があり、課題文をしっかり暗唱しているばか
りでなく、その表現方法にもそれぞれ工夫が見ら
れ、1年生の中国語に対する熱い思いが伝わって
きて、本当に感心させられました。2年生以上の
学生の奮起に大いに期待したいと思います。
　課題部門は、「愚公移山」という中国では大変
有名な故事を暗誦してもらいました。内容は、中
国に昔愚公という老人がいて、家の前にある山が
邪魔なので、家族と相談の上これを他に移すこと
にしました。これを見た人が、「年寄りが山を移
せるわけがない」とからかうと、愚公は「私が死
んでも子や孫が後を継ぐだろう。強い信念があれ
ば山でも移すことができる」といって山を掘り続
けます。これを知った天の神が感動し、山を移し
てあげたというお話です。この話は、毛沢東が取
り上げたことにより、中国では様々な状況でよく
用いられたという経緯があるとても有名な話です
が、出場者はこの寓話の意味をしっかり理解し、

単に暗唱するばかりでなく、愚公の固い決心を表
情豊かに表現してくれました。
厳正な審査の結果、次の４名が入賞しました。

　　１位　11C8133　安部　百慧
　　２位　11C8015　白石　香織
　　３位　11C8003　持田　三琴
　        　　11C8091　箕浦　夕貴
次に自由部門ですが、今回は２名の参加でし

たので、1位のみの選出となりました。
　　１位　10C8130  加賀　悟
　加賀君は、「我和劉老師（私と劉先生）」という
テーマで、春学期に参加した中国現地プログラム
で出会った中国人教員である劉先生との、日常の
交流に加え、さらに中国語チャット QQを使って
交流することにより、お互いに理解を深めること
ができ、また中国語や中国に対する興味がより強
くなったという話をしてくれました。話としては
少し長かったのですが、なかなか説得力のある語
り口で良かったと思います。

（安部　悟）

韓国・朝鮮語の部
　第 17 回外国語コンテストは名古屋校舎では最
後のコンテストとなるという一種の感慨を含みな
がら、「韓国・朝鮮語」の部の本選は 2011.11.28
日（月）16 時 40 分から実施された。参加学生は
20 名。今回も、全１年生よりは、やる気のある
２年生以上の選択科目受講生（２年「発展」、３
年以上「演習」）を中心に、準備および選抜をな
した。そのため参加者学生は 20 名と少数ではあ
っても、いわば精鋭揃いであって、今回も審査員
を悩ませた。かかる激しい競争のなかで、受賞者
は以下の３名となった。
　　第１位　10C8045　本山　由奈
　　第２位　08M3523　加藤　美奈
　　第３位　09M3657　嶋崎　真悠
　審査員は、多忙な非常勤講師の尹先生に無理に
お願いし、常石と二人が担当した。特に記してお
きたいのは、ほとんどの参加者が入賞者に負けて
いない実力の持ち主であり、その力をいかんなく
発揮してくれたという点である。

（常石　希望）
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日本語部門
　外国語コンテスト「日本語部門」は、日本語を
母語としない者を対象に開かれています。毎年「留
学生の見た日本」というテーマで、自らの体験を
盛り込み、身近な出来事から意見や考えを述べる
ことが課題です。
　法・経・現中三学部の１年次の留学生は、毎年
全員このスピーチに取り組んでいます。50 名近
くにもなりますから１年生だけの予選を行いま
す。予選は 16 名ずつに分かれたクラスごとに行
い、それぞれ３名の代表者が選ばれ、計 9名が本
選に進みました。2年次以上の留学生は、予選を
経ず、直接本選に出場できますが、今回は残念な
がら参加がありませんでした。次回の上級生諸君
の参加を期待します。
　2011 年 11 月 22 日の本選では、日本語科目担
当教員３名（架谷・鈴木・梅田）、学生審査員２
名（留学生・日本人学生ともにスピーチ入賞経験
者）、聴衆約 50 名によって審査が行われ、以下３
名が入賞しました。
　１位　法学部 11J1393　林　益「矛盾した国」
　２位　経営学部 11M3661　張淼淼

「いきいきしている桜」
　３位　現代中国学部 11C8190　李　佳

「日本のアニメ文化」　（敬称略）
　「留学生の見た日本」という単一のテーマです
が、発表者はそれぞれ独自の着眼点から原稿を書
き起こしました。トイレから見た日本の文化、迷
惑をかけないことを重んじる日本人、様々な年代
の人がそれぞれの理由で資格試験にチャレンジす
る姿…彼らが題材とする日本人は様々ですが、ど
れも現代日本社会の事実の一部を切り取ったもの
です。スピーチの内容が素晴らしかった分、技術
面においては、若干の物足りなさが残りました。
もっと練習すればもっと良くなるはずだと思われ
る発表もあり、その点はまだ満点とは言えません。
さらなる高みを目指してほしいと思います。
　ともあれ、日本語部門に参加できない数多くの
日本語を母語とする学生には、ぜひ一人の聴衆と
して留学生の声を聞きに来ほしいと思います。き
っと新しい発見があるはずです。

（梅田　康子）

外国語コンテスト　入賞作

Voter turnout of younger
generation

09J1244 Chisa Harada

     Recently in Japan, a low voter turnout of younger 
generation is a serious problem. I belong to a seminar 
of political science. Our group studies theory of 
this problem and discusses what we should do to 
increase the voter turnout. Today, I explain the present 
situations of election, the reasons for not voting and 
how we should deal with the problem.     
     Present voter turnout is in a serious situation. 
Let me tell you about the result in Aichi prefectural 
governor election held on February 6 this year. In 
the election, the whole turnout was 53%. The highest 
was from late 60s to early 70s which accounted for 
70%. On the contrary, the lowest was the younger 
generation of early 20s which accounted for only 34%. 
This low voter turnout of younger generation is not an 
exceptional case. Other local elections such as mayoral 
and municipal elections or national election result in 
just the same. The problem of voter turnout among 
younger generation happens in all the elections. 
     Why don’t some young people go to vote? There 
are some reasons. First, some people don’t go voting 
just because they don’t feel like voting without reason, 
and they give their private business priority over 
election. That is, their sense of duty is faded. Second, 
they distrust politics. They think that whoever may be 
elected, the government won’t change. Also they tend 
to think there are no suitable candidates and political 
parties. Young people who feel so are rather interested 
in politics, but they just don’t go to vote. Third, some 
people tend to think that there is no need to use their 
vote.  Most of the time, candidates and political parties 
that win the elections are decided by the organized 
votes, so they think their personal vote is unlikely to 
reflect the result of an election. In short, they have a 
feeling of alienation to politics. Finally, some people 
are not interested in politics. I think this is the most 
serious reason to explain why young people don’t go 
to vote. 
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     Why aren’t young people interested in politics and 
elections? They are losing interest in politics because 
they don’t feel policies are linked to their lives directly 
and politics is a familiar problem. According to one 
research on a general election, a voter turnout of 
early 20s was about 40%. But in 10 years, when they 
become early 30s, the figure increases to 55%. This 
figure shows that the interest in politics increases 
as they grow older. Most people in their 30s have 
a regular occupation. They are married and have a 
child or two. So political affairs such as child care 
allowance and a free high school education bill are 
linked directly to their lives. Moreover, issues on 
pensions and medical care are major concerns for 
elderly people, because these issues are particularly 
important for them. On the other hand, some early 
20s are university students, who don’t have a regular 
occupation and don’t get married. So people in their 
20s don’t feel politics as a real problem. On the other 
side, statesmen are also moving away from young 
people. They cannot win elections with the policies for 
young people, because they don’t get many votes from 
them. Not going to vote causes a vicious circle.
     How should we improve this situation? As I said, 
they are getting interested in politics as they grow 
older, so the low voter turnout of the 20s may be 
inevitable. But we should think in the other way 
round. It is impossible to persuade young generation 
who has no interest in politics to go to vote. So, to 
begin with, we should make them interested in it. We 
can do it right now. First, let’s learn about politics and 
situations in Japan. If you feel it is too difficult to keep 
up with social topics, then you can at least watch news 
in the morning and at night. The more you know about 
what is happening in your society, the more you will 
worry about it. Next, try to have your own opinion. 
It is important to think about the merits and demerits 
of policies, and how they affect your lives. Even if 
policies are not linked to you directly, it will be related 
to you in the future, because policies are not changed 
in a short time. Acquiring knowledge on politics will 
increase your interest in election. You need to be aware 
that you are the holders of rights.

　我从今年三月开始到七月，去中国天津留学了四

个月。

　四个月的时间虽然很短，但因每天的生活环境 

和汉语课，还有和中国人的交流，我的汉语水平 

也提高了很多。

　我的中国的老师给我留下了极其深刻的印象。

刘老师是南开大学年轻的女教员，在我们留学期间，

她担任我们班的汉语课。在课外对我们也十分照顾。

　我和刘老师在课下还频繁地进行一些关于恋爱话

题的交流。

　比如说，我对她讲自己的恋爱看法，她也多次给

我讲她自己的恋爱故事。

　我到天津后，很快就开始使用 QQ 了。因此和刘

老师之间也经常用 QQ 进行联系。

　刘老师有什么不愉快，也会通过 QQ 告诉我。我

感到我得到了刘老师深深的信任。

　在留学就要结束的前夕，在刘老师上的最后一次

课的那天，我不知为什么觉察到刘老师表情从早上

起就一直很伤感。

　在最后的课上，当一位同学向刘老师宣读感谢信

和检讨信的瞬间，刘老师就开始落泪了。那些泪水

好像将她那天忍住的所有伤感 全都宣泄出来了。

　那天刘老师也对我们道了道别辞。

　她说“六月份和七月份是道别之月。老师必须 

目送自己的学生毕业。在和你们即将离别的日子，

就在昨天我又和男朋友分手了，所以我今天分外难

受。

　老师还给我们班每位同学写了赠别词。

　我被老师这样对待学生的态度震撼了。

　和刘老师的相识提高了我回国后学习汉语的兴

致，也激起了我参加这次汉语演讲比赛的信心我和

刘老师的相遇成为我天津留学最珍贵的记忆和财

产。
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「나와사람」
10C8045 모토야마 유나　本山　由奈

저는 어렸을때 , 극도의 오름증이 있어서 , 사람이랑 
대화를 하는것이 서투른 아이였어요 . 그리고 , 
사람이랑 말할는것을 싫어하기도 했습니다 . 
그래서 , 저의부모는 그런저를 걱정해서 , 
여러가지 해줬습니다 . 자주 공원에가서 , 모르는 
아이들한테도 말을걸어서 같이 놀게하고 , 혼자서 
심부름도 가게했어요 .
 그렇게해서 , 조금씩 사람들과 관게를갖게되면서 
사람들이랑 말을하면서 , 고통스러운것이 
없어졌어요 . 그러면서 중학생이되고 , 친구들이 
조 금 씩 생 겼 읍 니 다 . 그 러 나 , 저 는 조 금 
홀가분하게 하고있는 곳이 있어 , 친구들에게 
맞추거나 언제나 어디서나 함께있는 것을 그다지 
좋아하지 않았으므로 , 혼자 행동하는 것이 마음에 
안든 친구들은 나를 왕따의 대상으로 한 것입니다 . 
그래서 , 저는 또 사람이랑 말을하는것을 
싫어하게되면서 , 혼자있는 것이 태연해져 
갔습니다 .
 고등학생이돼서 , 어떤 한 친구를 만나 , 저는 또 
다시 바뀔수있었던 것입니다 . 그리고 , 친구도 
늘어나 , 가족에게도 말할수없는 상담을서로 
말하거나 하면서 , 생활을해가는 동안에 장래의 
꿈도 생겼습니다 .  그 꿈은 , 많은 사람과 이야기를 
할수있는곳에 오르는 것입니다 . 그럴려면 , 
여러가지 언어를 알거나 , 조금이라도 많은 
나라에 대해서 알면서 , 누군가가 나한테 상담을 
하거나 , 버팀목에 친숙해지는 것 같은 사람이 
되는 것입니다 . 그렇기때문에 , 나는 이렇게 지금 
이야기 할수있는것을 자랑으로 생각하면서 , 더욱 
열심히 해가고 싶습니다 .

矛盾した国
11J1393　林　益

　しばしば日本は伝統と現代を融和した国と呼ば
れます。日本で生活している皆さんもそのように
感じていませんか。ビルのとなりには寺が軒を連
ね、浴衣を着る人々が携帯を手にメールを打つ姿
がよく見られます。すでに半年ほど日本に住んで
いる私は、日本のそのような矛盾した特徴を見た
り感じたりしました。さて、たぶん私よりもっと
長く日本に暮らしている皆さんにとって、こんな
こと見慣れてしまって不思議に思わないのではな
いでしょうか。あまりたいしたことではないので
はないでしょうか。伝統や習慣のように昔からあ

るものは、どの国にもありますよね。しかし、こ
れらは日本のただの外見の矛盾に過ぎません。日
本で暮らすうちに私は、外見の矛盾だけでなく日
本人の内面の矛盾にも気づいてきました。
　集団主義が日本人に深く影響を与えていること
はよく言われています。「多くの日本人の学生に
とって、一人で食堂で食事をすることさえ恥ずか
しいと思っている。」中国で、日本語の先生から
そんなことを聞きました。あの時は、なんか不思
議だと思いましたが、日本に来てからは徐々に分
かってきました。新入生にとって、一番ほしいの
は友達です。私はある日本人の友達に自分の知り
合いを紹介すると、意外にも彼は「よし、また友
達が増えた」と喜びを口にしました。なるほど、
日本人にとって、友達はそこまで重要なのですね。
　しかしここで私は、ある矛盾に気づきました。
仲間に入りたいと言っている日本人ですが、まる
で本のカバーのように、彼らは自分にカバーを付
けて他人と付き合っています。春学期の入門演習
で先生は、自分のパートナーを紹介する宿題を私
たちに出しました。お互いを知るために、授業後
二人で自己紹介しました。お互い分かり合うため
に、私はどんどん自分の経験や性格などを詳しく
彼に教えてあげました。しかし、彼はただ自分の
名前や出身地を話すだけで、彼自身がいったいど
んな性格で、どんなことに興味があるのか話して
くれませんでした。それはグループワークの時も
同じです。4人もいるのに誰も自分の意見をださ
なくて、うまく進みませんでした。日本人は自分
を守るため、簡単に自分の考え方を他人に知られ
たくないのでしょうか。
　もう一つの矛盾は、友達がほしいと言っている
日本人は、いつも他人と距離を保っていることで
す。初めて学校のバスに乗った時、不思議な場面
を見ました。席が空いているのに、隣に立ってい
る学生は気づかなかったようにそのままずっと立
っています。「たぶん近いので座る必要がないの
かな」と思いましたが、もっと不思議なことが起
りました。席はばらばら空いているのに、ある日
本人の学生は「席が空いてないなぁー」と友達に
言ったのです。今ではその疑問は解決しました。
日本人は自分のスペースを大切にするので、人に
近づくと、ほかの人に迷惑をかけ、自分も邪魔さ
れるわけです。迷惑をかけないことは、すでに暗
黙のルールとして、日本社会の隅々まで浸透して
います。ですから、中国人は仲良くなりやすいの
に比べ、日本人はどのように親しくても、一定の
距離を保っているのではないでしょうか。
　集団主義の中にも強い個人主義が含まれたとい
う矛盾は日本の特徴なのではないでしょうか。

Lingua創刊号.indd   43 12.12.1   9:46:21 AM



2012年12月Lingua44

〈編集後記〉
　ささしま新名古屋校舎の開校により、LLニュースと語研ニュースが統合、語学学習情報誌
Linguaとして生まれ変わりました。第１号はいかがでしたか。ボリュームアップして、かなりの
読み応えになったのではと思います。Linguaは、これまで以上に学生の声を反映した誌面にした
いと考えています。その第一歩として、まず Linguaのロゴデザインを公募しました。表紙のタイ
トルをもう一度ご覧ください。経営学部藤井珠美さんの作品です。みなさんの知りたいこと、特集
のリクエストなど Linguaにどしどしお寄せください。編集委員も増え、さらにパワーアップして
いく Linguaにご期待ください。（U）

2012 年度
外国語検定試験奨励金について

各種語学検定試験（英語検定・ドイツ語検定・フランス語検定等）の受験合格者に対して
奨励金（図書カード）を交付しています。

　　＜＜詳細な基準については下記まで問い合わせてください＞＞

　　　名古屋語学教育研究室（厚生棟４F）　　　応募締切　2013 年 1 月 31 日（木）
　　　豊　橋語学教育研究室（３号館１F）　　　応募締切　2013 年 2 月 14 日（木）

「表紙のアート階段～上まで登って振り返ると、まったく普通の階段！」

愛知大学語学教育研究室
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